
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































期生育期及び栄養 ･生殖成長期 とステージを追って､その関係を検討 した｡
1. 発芽及び初期生育期の場合
(1) 実験材料及び方法
1978年京都で採取 し､ 5℃湿潤状態で貯蔵 しておいた種子を供試 し､
1979年 7月 13日に水深 2cmと8cmの2処理区を設けたシー ドリング ケー




































的一斉に発芽 したのに対 し､水深 8cm区 (沈水区)は発芽不斉-で､その傾
向は温度が低 くなるのに伴い大きくなった｡また､水深 2cri区では30℃で 置
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Numberof new p lclntS
Figure 27.The relot ion between t henumber of n e w pIGntS dnd





















































(L)x54cm (W) ×15cm (H)の水槽 4個を設置し､ 各水槽に平均新鮮垂
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Weeks from start
Figure30-1.Increasesoftotalnunberofnevplantsprod･uced-fromoneorlglnal







































































































































Trea七men七 1 2 3














































































































































































































































































































































































































































Nov. 26 Ⅰ)ec. 7
L Pb i P
Dec. 21 Jan. ll Jan. 28 Feb. 15
L - P L P L P L 王)
Largeplants l6.00 0.00 30,51 0.00 52.L6 0.00 5L.62 13,60 5528 33.61 100･00 100LOu
Medlum Plants lOl00 0･00 26132 0100 Lro･80 5･00 h9150 16･80 68･26 h2180 100･00 100･00





であった.ライゾ-ム内の温度は水温域の少 し高い値に属 したが､ 1月中旬以
降､その傾向が乱れた｡ これは､ライゾームの質的変化が起る時期と一致 して
いる｡すなわち､大型株のライゾ-ム中の含水量を測定 した結果､ Table 9に
示す通 り､全水分含量は寒さが増すと共に経時的に減少 したが.結合水におい
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- 6 5 -
Table9･ ChangeinWatercontentofrhiz･ome血⊥ringinvestigationatTera-ike･
water content (Foa_ryWeight )
Daもe sampled.
Dec. 7 Jan. ll Jam. 28 Feb. 15
T｡tal甘ater L656.052 Lto20.hう吐 1261.hL1 1755･662
FreeWater h6L9.836 Ltoo8.287 12L6.08L 1751･681･
Bound_Water 6.216 12.167 15.357 3.981
Table10.Changeinpercentservivalofrhizomed.uringinvest,iga.土ionatTera-ike.
survival (70)
Date sampled_ (批ite Purplishred )a Killing (%)












76.67 ( 3.33 73.3L)
70.00 (26.67 h3.33)






M;Mediu皿 Plants (Averageofplantheight31.2cm )










































































































































































































































































































































































次に Tabktll に成株区 (大型株 )と実生区 (小型株 )別に生存率を表わ
したが､ Fig｡38の様相と比較 しながら考察すると､大型株 と小型株では凍害
の程度が大きく異なった｡両区の密度は同条件 とし､採取後の空間には発泡ス
チロールを埋めたので､両区の耐凍性における差異は形態的か生理的な差異に
基づ くものと推察する｡まず､小型株の場合は､第 1回目で鹿に 35% が枯死












65cm (L)×19cm (W)×17cm (H)のプランターに平均新鮮重 130g､菓数



























































































































































































































































最適生育水温は 21℃～270C45,)13℃～24.6℃､ 18.6℃～21.5℃14) など
と報告 されているにすぎない｡本研究は気温 を制御 したので水温は約 2℃気温
より高かったが､ 30℃区で Penfound ら102)が述べている高温障害が生 じるほ
ど水温は上昇 しなかった｡本研究で得 られた結果で興味深 く思われたのは高温
区では形成 された株が親株 となり､新たに小株や花梗を形成するまでになる期









Leaves Petioles Leaves Petioles
watertemperature 0.912紫 0.829肯 0.905昔 0.880兼






























































































































































































































































































































































































































































T-N の主要な変動要因は有酸態窒素 (org:N )によるもので､.T-N中の
Inorg.-N の占める割合は34.6%であった｡
また､アンモニア態 (NH4-N)窒素､硝酸態(No3 - N)窒素 については､河川




態 として流入 した窒素は ,その内の一部は脱窒や底泥への堆積などによって水
中から除去 されると共に､生物作用によって全濃度 としては減少 しつつ､有機
化されている｡






異は無 く､調査開始時から10月上旬までは 24℃-30℃で､ ホテイアオイの
生育に最適温度であった｡その後､10月中旬で約 20℃､ 11月上旬で約15℃､
11月下旬で約 10℃ と漸次低下し､12月下旬には約 5℃とな った｡
(2) 最大増殖力
第一処理区よ り密度による抑制なしに最大増殖が実現した場合の各時期の
相対増殖率 (膏頭 )と倍加日数 (DT)を求めた｡面 蔽.と倍加日数は次式 69㌔こ
より計算 した｡
RGR -
h Xt - 1n Xo ln2
DT- M







































































































































































































































































































































































































一方､自然放置区では Table 18に示す通 り収穫管理区と向じく7月中旬か
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の低い分布型を示 し､各個体の安定化 した空間占有層が確立 していた｡本格的
な低温 に遭遇する時期のデータが欠落しているのだが､11月以降は大型株の葉
身が枯れて草高が低くなることと､個体の小型化が生 じることにより､10月の







































































































































































































自己間引き現象 を伴いながら伸長生長を行 った様子が推察 される｡

















は Fig･45に示 した階層構造になり､一方､充分に｢発達 した個体群では Fig･
46の 10月2日の変形分布型になることが予測される｡このような個体群の生













































































日 192日 8 23 1119 4 2







































































































































































































































































































































































































































































































































































Table 24. Contentsofnitrogenandphosphorus (%dryweight)in
waterhyacinthslntheperiodicallyharvestedpopulation.




















3.53 a O･763 a
3.h6 ab 0.783 a
2.62 c 0.572 b
3.10 abc 0.L8L c
2.69 c 0.322 d_
2.97 1⊃c 0.316 d








値を示 し､リンのそれは前者で5.45g/m2､後者で4.68g/m2であ った｡ また､
調査期間中に収穫 した乾物は前述 した通 り倉敷川で 2.672kg/m2､児島湖で2･791
kgJ4㍍であったので､ Table24の平均含有率を乗じることにより前者では窒素




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































drywt.//冠､児島湖で 2.791kg dry wt.//誠であった｡
6.窒素及び リン含有率は葉期別に有意差が生 じた｡収穫管理区における個体
















































































































































































A B C D E
Treatment
A B C D E
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京大構内q)コンクリ-卜枠 (180×210cm2) 3ケを下記の条件に設定 し､各
処理区に新鮮重約60g､葉数6枚の成株60個体を7月5日に植え付けた｡すなわ
ち､浮遊区 (水深30cm､水底に泥土)､抽水区 (水深10cm､水底に泥土)およ






































































































































浮遊区 :水深30cmで水底は泥土､抽水区 :水 深 10cmで 水 底 は泥 土 ､湿
生区 :土壌水分含量30-50% (対乾土重) に維持､乾生区 :土壌水分含量


















い柔細胞が､表皮細胞の内側の 3-4層 (Plate1-1､oc) と､中心柱付近
の 5-6層に観察され､後者の場合､細胞層が放射状に規則的に配置されてい
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種 々の育成状態下で気孔数に変化が生 じるか否かを検討 した｡また､分布に部
















































































































































































































pollination Floating 馳ergedb herged Upland







Arもificial 85.77 102.07 81.05 65･89
Thenumberofseeas Ⅳat,ural lh6.12 -130.67 1h1.89 61.33
perinflorescence
Artificia1 6う1.1k 867.h9 779.29 358･33
a:Averageyaluesforkmonths(fromJ.ilyt｡Octoもer).



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































~ IWastewater Treatment I





: Puri fied :~ i waste water:L.. I
[vlethane Other Human Animal Composts
gas industrial food feeds 11u Iches
uses (silage) Soi I
~ \ ~
additivesj> r---~--lr------.., r-------, r-------,
l Energy : : Humans I : Animals l I Fi elds I, I I1. ________I L _______ J ,_______ -I 1-- ______















































1. 水中の栄養塩とホテイアオイの生育及び繁殖 との関係を検討 した結果は､
欠の通りである｡
















































(1) 最大増殖が実現 した場合の更 訂は0.08-0.33/aayの範囲で､その季節
的変化は平均気温のそれと同じ傾向を示 した｡





































































































































































































































































































































































































































































There are reliable estimates of the total acreage now
covered by aquatic weeds. Invasions of aquatic weeds into many water
systems have created a considerable problem today as waters have been
enriched with various wastes from agricultural fields, residences
and industries, in recent years.
Waterhyacinth (Eichhornia crassipes (Mart. ) Solms) has
been listed as one of the 10 most troublesome weeds of the world.
It causes a variety of problems for water management; therefore, various
measures have been taken to control this weed. These measures, however,
are not satisfactory due to the poor physiological and ecological
knowledge of its growth and reproduction.
This research was done to clarify the effect of environmental
factors on the growth and reproduction of waterhyacinth in an attempt
to establish an appropriate waterhyacinth management system.
1. Effect of the nutrients in water on the growth and reproduction
The effect of nutrients in the culture solution on the
growth and reproduction of this weed Was examined.
(1) Plants cultured in solutions deficient in nitrogen, phosphorus
or calcium showed poor growth and reproduction. Chemical analysis
revealed that the phosphorus content of the tops was low when the
solution was deficient in either one of these nutrients.
(2) The growth of adult plants increased with increasing concentration
~177-
of　ammonium　in　七he　cul七ure　solu七ion　from　O　七〇　160　PPm・　工n　young　Plan七s，
however豊　七he　　maximum　　growth　　was　　obBerved　　in　　七he　solu七ion　of　・40　ppm
amm。・i…　Th・p・。d・・七i。・。f・・w　p⊥an七・was　alsr　m臥imum　in七he　40
PPm．　The8e　reBu1七・indicate七ha七th・。ptimum　gr。Wth　diff・r・fr。m七h・
op’ヒimum　reproduc七ion　in　七he　ni七rogen　requiremen七s．
（3）　　The　　maximum　grow七h　of　adul七　p！ants　was　observed　　in　　七he　solu七ion
a七　pH　7．O，　and　adu1七8　plan七5　grew　well　a七　a　pH　wi七hin　七he　range　of
5．〇　七〇　8．O　in　七he　20　ppm　ammonium　solu七ion，　bu七　〇nユy　a七　pH　7．O　when
grown　in　ユ60　ppm　concen七ra七工on．
（4）The　effec七。f。i七。。9。n　supP・i，d。』㎝。。。ium・a・t　and・i七・a七・。・
七he　gr。w七h　was　investiga七ed・Amm。nium　sa1七，　ni七rate。r　amm。nium　ni七ra七e
was　gi・・n　i・七he　cul七…s。1・七i。・・Th・g・。・七h　i・七与e　s。1・七i。・・c・n七aining
ammonium　白al七　〇r　ammonium　ni七ra・ヒe　was　optir」、um　a七　七he　neutral　or　sligh七1y
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨
b・・i・pH，・h…as七h・g・。・七h　i・七he　sgl・七i。・s　c°ntaining　ni七「a七e　as
七he　sole　ni七rogen　was　better　in　acidic　pH　七han　in　a　neu七ral　or　sligh七ly
basic　pH．
（5）The　effec七。f　va・i。us　c。ncent・ati・n・。f　ph。・ph。・us岬calcium
on　　七he　　grow七h　　and　　reproductioll　　was　　inves七igated・　　Plan七s　　grew　　wel］・
in　七he　solu七ions　wi七h　a　phosphorus　concen七ra七ion　higher　than　20　ppm．
・・七h・ph。・ph。・u・』。・cen七・a七・。・㌣・・e・…・ased　f・。・。・。・・PP・’・
七he　cul七ure　so二Lu』ヒion，　七he　phosphorus　con七en七　〇f　七he　七〇ps　increased．
（6）　The　minimum　　七hreshold　　of　　calcium　oxide　with　which　normal　grown
was　　ob七ained　was　　5　ppm．　Even　when　　七ha　　ca工cium　　oxide　concen七ra七ions
in　　water　　were　　increased　　above　　七his　　concen七ra七ion，　calcium　　con七ent
of　tops　was　no七　increased．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－178一
2。Effec七　〇f　七empera七ure　on　t｝享e　growth　and　reproduction
　　　　　　　　　　　　The　eff・・七。f七・mp・・a七…　（・ヅC・2・°C・25℃and『3・°C）
on　the　grow七h　and　reproduction　of　bo七h　seedling　and　adul七　plan七s　was
examined．
（1）　The　percen七　〇f　seed　germina七ion　was　high　even　a七　150C，　but　was
further’increased　a七　a　higher　tempera七ure．
（2）　　Though　　the　grow七h　　of　　the　seedling　　was　grea七ly　　affec七ed　by　　七he
七・mp・・a七ur。　du。i。g　th。　fi。。七七w。　weeks　r≠?煤B・g。。mina七i。。，　th。　g。。wth
of　七he　plan七s　kep七　a七　25φC　and　30°C　was　no七　so　differen七　when　examined
after　　七he　four七h　week　af七er　germina七ion．　The　grow七h　of　七he　seedling
was　m°「e「apid　unde「eme「ged　r°nditi°ns七han　unde「subme「ged　c°nditi°ns・
　　　　　　　　　　　　A七　　30°C，　七he　grow七h　of　七he　new　plan七s　produced　from　七he
mo七her　plan七s　was　extremely　vigorous，　while　七he　mo七her　plan七s　produced
more　new　plan七s　a七　20つC　七han　a七　309C．
　　　　　　　　　　　　The　　period　　of　　inflorescence　　forma七ion　　was　　earlier　　and
七he　　number　　of　　inflorescences　　was　　grea七er　at　a　high　temperature　七han
at　a　low　tempera七ure．　There　was　a　close　rela七ionship　be七ween　the　number
of　　inflorescences　　and　　tha七　〇f　new　plan七s　produced　at　both　300C　and
20C．
（3）　Mo七her　plar〕七s　a七　七he　adul七　s七age　produced　more　new　plan七s　at　a
low　　tempera七ure　than　at　a　high　temperature　七hough　七he　grow七h　of　七he
。。w　p・an七。　w。。　i。hibi七。d。t。、。w　t。mp。。a七。。。，。hi。h　wa。　a　ph。n。出。。。n
similar　七〇　七ha七　〇bserved　in　七he　seedling　plan七s．
　　　　　　　　　　　　工ncrease　　in　　dry　　ma七七er　　weigh七　was　　significan七ly　　affec七ed
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－179一
by七・・p・・a七…，七hr・出・…i・c・ea・e　wa・・bse・v・d　b・七ween　2…㎝・
30qC．　Adu1七　pユan七s　produced　more　inflore呂cences　a七　a　higher　七empera七ure，
which　　8ugge8七ed　　七ha七　　七he　　forma七ion　　of　　infloresc〔穿nces　　was　　con七rolled
by　accumula七ed　七empera七ure．
（4）7he　n。r七h・m　b・undary。f。ccu・re・ce　i・th・・。n・with　an　a…ag。
a七mo8pheric　七empera『しure　in　January　of　loC，　七he　average　annual　a七mospheric
七empera七ure　of　13ゐC，　and　wi七h　七he　average　monthly　minimum　七empera七ure
of＿30C，
（5）　The　re8ponse　of　wa七erhyacin七h　七〇　low　七empera七ure　under　field　condi七ion
wa臼　inves七iga七ed．
　　　　　　　　　　　　The　p工an七8　couユd　no七　survive　when　　the　七〇ps　of　　七he　plants
were　expo8ed　to　subfreezing　air　七empera七ure　even　when　七he　wa七er　七empel・a七ure
was　above　freezing．
　　　　　　　　　　　　Perpen七　survival　of　plan七s　was　no七　rεla七ed　to　七he　dura七ion
of　七he　七〇七al　exposure　to　below　O　oC　wa七er　七empera七ure　because　of　員ardening
effec七s宣1and，　七he　percent　survival　of　large　plan七s　differed　from　七ha七
〇f　small　pユan七s．
　　　　　　　　　　　　Termina工　　buds　　were　　easily　　injured　　by　　freezing，　　bu七　　七he
Plants　　were　　of七en　　seen　　七〇　　recover　　by　　developing　　la七eral　　buds．　The
percen七　〇f　←ヒerminaユ　buds　killed　was　increased　exponen七ially　wi七h　increasing
七i。。。f　exp。。u。。七。ユ。。七。mp。面。。，。f七h。、。aves㎝d七h。　wa七。。（一
工日Ct。19c）．
L
一180一
3・Pr・du・tivi七y・nd　dyn・mics・f　wat・rhyacinth　p・pulati。n　inぬatural
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　river　and　lake
　　　　　　　　　　　　The　purpQse　of　七his　research　was　to　determine　七he　dynamics
of　wa七er・hyacin七h　population　by　harves七ing　and　seasonal　change．
（1）　The　relative　grow七h　ra七e　（RGR）　on　the　number　of　plants　grown　under
七he　po七en七ial　growth　　condi七ion　ranged　from　O．08／day　七〇　〇．33／day，　and
seasonal　　change　　of　　RGR　　was　　in　　good　　agreemen七　　wi七h　　the　　average　　air
七empera七ure．
（2）　The　highes七　RGR　　and　　七he　shor七est　doubling　七ime　on　a　fresh　weight
basis　were　found　at　the　beginning　of　七he　study　when　space　was　p！en七iful．
The　average　RGR　was　maintained　in　七he　range　of　O．05－0。06／day　by　harves七ing
七hereaf七er．　In　　a　　na七ural　unharves七ed　popula七ion　七he　plan七s　appear・ed
tO　be　na七urally　thinned　ou七　af七er　七heir　growing　area　was　packed　comple七ely．
（3）　In　a　periodically　harves七ed　popula七ion，　the　plan七　heigh七　frequency
histograms　showed　a　much　narrower’　rar≧ge　bo七h　in　七he　early　and　in　the
la七e　developmental　phase　of　七he　popula七ion，　while　in　七he　middle　phase
i七sh°wed　the　n・「mal　di・㌻・ibu七i・n　du・七。　h・・ves七ing・On　th…　n七rary・
七he　skewed　d’s七「’but’°n’nd’ca七ed’・七h・㎡’dd’・ph・秩E f　th・na七 ・a’
unharves七ed　popula七ion．
（4）　In　『しhe　na七ural　unharves七ed　popula七ion，　七he　wa七erhyacin七h　population
in　七he　s’ヒanding　crop　on　a　fresh　weigh七　basis　showed　nearly　exponen七ial
grow七h　till　七he　s七anding　crop　reached　20－25　kg　F．W．／mそ　Then，　七he　豆GR
decreased　gradually　wi七h　七he　progress　of　七ime　so　七ha七　七he　grow七h　fi七七ed
well　tO　a　lOgis七ic　curve．　A　biomass　of　2．67－2．79　kg　F．W．／m3　could　be
harves七ed　七hroug、ou七　investiga七iQn．
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（5）　工n　七he　periodica1工y　harve6七ed　popula七ion，　七he　con七en七　〇f　ni七rogen
　　　　　in　　七he　dried　ma七七er　of　七he　wa七erhyacin七h　from　two　ユoca七ions　was
3．06－3．57％　　and　　七hat　of　　phosphorus　was　O，505－0．696％．　Generally，　youn言
plan七B　had　a　significan七ly　higher　con七en七　〇f　ni七rogen　and　phospho「us・
（6）　Wa七erhyacin七h　grow七h　was　inves七iga七ed　　in　七hree　irrigation　sy8tems
wi七h　　differen七　　nu七rien七　　loading　　ra七es．　　The　　grea七es七　　produc七ion　　of
wa七erhyacin七h・ccurred　in七h・lightly　nu七ri・n七1・ad・d　i「「igati°n，
bu七　no七　in　the　irriga七ion　wi七h　七he　hi旦h　nu七rien七　con七en七．　No　significant
difference　in　ni七rogen　conten七　〇f　七he　tops　of　七he　plan七s　was　de七ec七ed
be七ween　　七he　　七hree　　irriga七ion　　sys七ems，．whereas　　七he　　ni七rogen　　con七en七
〇f　七he　roo七s　varied　5ignifican七ly．　Also，　plan七s　grown　in　七he　irriga七ion
・y・七・mwi七h・high・r・。nc・n七ra七i。・。f　ph。・ph・ru・h・d七。P・㎝d・°°七s
having・higher　ph。・ph。ru・c。n七・・t・Th・maximum　accumul・七i。n。f　ni七「gen
and　ph。・ph。ru・by　w・七erhya・i・七h・was。b・erv・d　in七h・1igh七ly　nu七rien七
i。ad。d　i・・ig・七i。n；七heref。re，七h・inc・ease　in　accumul・ti。n。f　ni七・。gen
and　ph。・ph。rus　by　wa七・rhyacinth　apPear・d七。　be　d。sely　r・1・七・d七゜
七he　increa8e　in　s七anding　crop．
　　　　　　　　4．’Adap七ation　of　waterhyacinth　grown　under　various　habitats
　　　　　　　　髄E．p。。ime鵡壷6，e　c。。d。。七。d　t6』七・dy七h69・。・七h・h…七・…七ic5・l
se。d　pr。duc七i。n　and・eed　germina七i。・。f　wa七・・hy母・i・七h　gr。wn　unde「
floa七ing，　emerged　and　upland　condi七ions．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ（1｝Th。。axi・・m　g・。・七h。ccu…d・・d・・七he　em・rg・d・。・di七i。・b・七h　ln
。。m。。　and　in　wi。七。L　Th・b。・・d　wa七・・i・the　em・・g・d’垂撃≠獅煤Ewas　als°
high。。七h㎜i・七h・。七h・・c。・di七i。…W・七・・hy・とi・七h．・a・f。und七。’be
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capable　　of　　grow七h　　even　　as　a　七erres七rial　plan七　〇n　upland　soil，　while
to七al　leaf　area　of　plant　under　upland　condi七ions　was　decreased．
（2）P・rcen七・u・viva1・f　wa七・・hy・・in七h　k6P七dry　f・・sev・ral　day・in
・・hamb・r　20％wa・high・・f・・七h・plan七・gr・wn　und・・七h。　upland。。nditi。n。
七han　th・se　gr6wn　under七he・七her・・ndi七i。n・because　cell・ap　c。ncen七ra七i。n
was　　high　　and　　desicca七ion　　r・esistance　　was　kept　　low　under　　the　former
condi七ion．
（3）　Studies　wer・e　pursued　七〇　compare　七he　ana七〇mical　struc七ures　of　七he
vege七ative　tissues　of　wa七erhyacin七h　grown　under　diffeエ・en七　condi七ions．
　　　　　　　　　　　　工n　　七he　roo七，　七he　cell　walls　of　bo七h　七he　T　ou七er　and　inner
cortex　　of　　七he　　upland　　type　　changed　　七hick　　compared　　wi七h　　七he　　floa七ing
type・and七he　mechanical七issu・・f七h・1・af　and　p・七i・1・・f、七h・upland
七ype　was　well　developed。　工n　’ヒhe　root　of　the　emerged　七ype，　the　aerenchyma七ic
七issue　be七ween　七he　ou七er　and　inner　cor七ex　was　some七imes　we］．l　developed．
（4）　There　were　fhore　s七〇ma七a　on　七he　upPer　side　of　the　leaf　七han　七he
lower　side，　and　s七〇ma七a　index　varied　from　par七　七〇　par七　in　a　leaf　under
all　condi七iOns　examined・　The　number　of　s七〇ma七a，　hQwever，　varied　signifi－
cantly　dependingon　七he　growing　condi七ions．
（5）　Plan七s　gr・own　under　　emerged　conditions　produced　significan七ly　more
inflo「escences　　and　　floweでs　　Per　　inflorescences　　七han　　七hose　　grown　　in
七he　　o七her　　condi七ions　　compara七ively．　工n　　fruit　　se七七ing，　however，　there
was@　no　　significan七　　〇verall、　difference　　be七ween　　七he　　condi七ions　　under
bo七h　na七ural　and　ar七ificial　pollina七ion．
　　　　　　　　　　　　Th・g・mina七i。n・f七h・p。ll・n　grain・a血d　p・ll・n七ub・g・・w七h
occurred　　well　　a七　300C　and　capsules　were　formed　when　1七he　七emperature
was　above　209　C．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－183一
（6）　Maximum　　seed　germina七ion　　waB　a七七ained　　七he　　tempera七ure　was　be七ween
25°Cand　30°C．　C。・・．6ulphufic　a・id　t・・atm・nt　and　free・i・g七r・a七men七
were　　effective　　in’　causing　七he　radicle　七〇　emerge．，On　七he　o七her　hand，
七hough　　七he　　8eeds　　produced　in　Iくyo七〇　required　an　af七er－ripening　Period
of　　七hree　mon七h8　under　　we七　　condi七ion　　a七　　a　　ユow　　七emperature，　or　　七ha七
〇f　　　four　mon七hs　under　a　dry　condi七ion　a　high　七empera七ure　for　successful
germina七ion　p　七he　seeds　produced　　in　Okayama　did　no七　require　a　defini七e
af七er－ripening　Period・
5。　A七　present，　mechanical　remova〕．．is　七he　most　popular　me七hod　of　con七rolling
七he　wa七erhyacin七h，　bu七　i七　mus七　be　done　repea七edly，　which　i5　expensive
and　工abor－consuming。　Bu七　from　七he　posi七ive　viewpoin七，　mechanical　removal
doe8　　resul七　　in　　七he　　r・emoval　　of　　excess　　nutrients　　from　　wa七er　　polluted
by　8ewage　or　indus七rial　was七es，　where　waterhyacinth．　grows　as　a　pes七、
　　　　　　　　　　　　On　　the　basis　of　七he　fundamen七al　informa七ion　ob七ained　from
七his　research，　the　most　apPropria七e　mana呂emen七　sys七em　七〇　con七ro⊥　七his
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画
weed　　is　　七〇　　remove　　七he　　exces5　nu七rien七s　　by　　harves七ing　wa七erhyacin七h，
and　七hen　feed　i七　七〇　lives七〇ck，　or・　七〇　make　compos七　〇r　energy　as　we1ユ
a8　　七〇　　in七egra七e　　七he　　mechanica1，　chemica1，　bioユogica1，　and　ecoユogicaユ
control　methods　for　eradica七ion．
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